
命を守るため避難情報発令時は必ず避難行動をとってください。

感染症まん延中の避難の④つのポイント

新型コロナウイルス感染症が終息しない中でも、

災害の危険が迫ったら

迷わず避難
ただし、避難所への避難だけが避難ではありません。

詳しくは裏面（避難行動判定フロー）を参照

密集を避けるため、知人宅

や親戚宅への避難、在宅避

難を検討

手洗いや換気等の感染予防

の徹底

非常食だけでなく体温計や

マスク等を持って避難

体調が悪い場合はすぐに申

告

が原則です。

阿賀野市 この資料は新潟県の資料を参考に作成しています。



避難行動判定フロー

災害から命を守るために

家族と一緒に確認しましょう

☑避難する際の持ち物は準備できていますか？

□携帯電話 □モバイルバッテリー □懐中電灯 □携帯ラジオ □電池

□生活用品 □非常食 □水 □携帯トイレ □身分証明書

□お金 □ヘルメット □通帳、印鑑 □薬

□マスク □消毒液 □ウエットティッシュ □体温計

ハザードマップで自分の家の場所を確認

してみましょう。色がついていますか？

災害の危険があります。

原則、自宅ではなく安全な場所に避難が

必要です。

ご自身または一緒に避難する人は避難に

時間がかかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる

親戚や知人はいますか？

警戒レベル３が

出たら、安全な

親戚や知人宅に

避難しましょう

警戒レベル３が

出たら、市が指

定している避難

所 へ 避 難 し ま

しょう

避難先や避難経路の安全確認も必要です。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる

親戚や知人はいますか？

警戒レベル４が

出たら、安全な

親戚や知人宅に

避難しましょう

警戒レベル４が

出たら、市が指

定している避難

所 へ 避 難 し ま

しょう

はい

はい

はい いいえ

周りと比べて低い土地や崖のそばなどに

住んでいる人は、市からの避難情報を参

考に安全な場所に避難しましょう。

※浸水の危険があっても、

①浸水する深さよりも高い居室に避難

できる（家の２階など）

②浸水しても水がひくまで我慢でき、

水や食糧等の備えが十分にある

この２つを満たせば、自宅で安全確保

をすることも可能です。

いいえ

例外

いいえ

平常時からの

確認が大切です

はい いいえ
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